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本市の中小企業は、全事業所の約

99%、従業員で80%以上を占めて

おり、本市地域経済の活性化を図る

上で中小企業の振興は重要な課題で

あります。

しかしながら、情報化・国際化の

進展、規制緩和等を背景に中小企業

を取り巻く環境は産業構造の変化と

いう大きな変革の時期を迎えていま

す。

このため、経営基盤の弱い中小企

業の経営力の強化、人材の育成、マ

ーケテイング機能の強化、さらには

技術開発力の向上などの支援策が必

要となっています。

そこで本市では、中小企業が創意

肥律象眼の製作風景

と活力を持って企業活動に取り組め

るよう①経営の高度化支援、②リー

ディング産業の創造と再構築、13)新

分野開拓への支援、④人材の確保・

育成、⑤産業基盤の整備促進,⑥資

金調達円滑化という6つの重点施策

にそって各種事業を積極的に展開し

ています。

S詣錯MOTO,11oran'+I



・　'i　~r・A百　㌧

中心商業地の振興

本市の上道・下通・新市街等の中

心商業地域は「熊本の顔」となる繁

華街であり、県内最大の広域商業拠

点でもあります。今、多くの市場が

成熟期を迎えているといわれていま

すが、市民のニーズもモノの豊かさ

から、心の豊かさへと変化してきま

した。これにともない商店街等にた

いしてもアメニティ性の高い環境の

整備や快適な生活空間の創出等の機

能が要求されてきています。そこで

関係機関や地元商店街と連携をとり

ながら、商店街の街路灯やカラー舗

装等の共同施設の設置に対する助成

を行い、商業環境の整備を推進して

います。また、中心商業地のさらな

る発展と関連産業の振興を目的とし

たファッションタウン構想の推進に

も積極的に取り組み、商店街の魅力

の向上を目指しています。

近隣商店街の振興

地区・近隣商店街は市民の日常生

活に欠かせないものであり、地域コ

ミュニティの核となる場でもありま

すO

また地域特性を活かしたまちづく

りという観点からも、地区・近隣商

店街の果たす役割は非常に大きいと

いえます。

そこで、商店街活性化のためのイ

ベント開催補助等、ソフト事業に対

する積極的な支援を行うとともに、

健軍文化ホール、五福地域開発セン

ター、くまもと工芸会館等、地域社

会の交流・情報発信の拠点施設を整

備し、地域経済の振興に取り組んで

います。
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本市のT業は、その多くが中小企

業であり、食品上業を中心に出版・

印刷・金属製品、衣服、家具等都市

生活と関連の深いT業が大きなウエ

イトを占めていますO

したがって、この中小企業の活躍

が地域経済の活性化を図るうえで重

要な役割を担っています。

そこで、中小企業の振興を支援し、

活力ある産業活動の展開を凶るため

次の施策を推進しています。

1.経営力の強化

経営資源に限りのある中小工業を

支援するため、地域のマーケテイン

グ情報・各種データベース情報の提

供、経営相談・診断指導、経営セミ

ナー等を実施しています。

また中小企業の共同化を推進する

ため、業界との共催事業、設備近代

化及び組織化、高度化事業に対して

支援をしています0

2.地場リーディング工業の振興

本市において集積が高く他の産業

との強い関連を持つ食品、出版・印

刷産業を地場リーディング産業と位

置づけ、起業化支援事業等を実施し

ワイン工場(フ-ドパル熊本)

ています。

また、中小丁業の振興には地場の

優れた製品を愛用してもらうことが

重要であり、市民及び関係業界の方々

に展示紹介をするフェアの開催等を

実施しています。

3.工業立地環境の整備

活力ある生産基盤の整備を目指し

て、周囲の環境と調和した生活者交

流型食品工業団地iフードパル熊本」

が平成9年11月にオープンしました。

今後も企業誘致に努め、工業立地

環境の整備を進めます。

"T措1A¥1
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熊本流通業招団地

本市の卸売業、運輸業、倉庫業等

の広域流通拠点施設として整備を進

めていた流通業務団地は、平成4年

9月に流通業務施設の建設が全て完

了し、地域経済の活性化に大きな役

割を果たしています。

また、団地内には流通情報の発信

拠点となる熊本市流通情報会館が平

成元年4月にオープンし、経営研修

等を通して企業経営の近代化、合理

化を支援しています。

さらに、昭和62年に設立された第

三セクターである(柿)熊本流通情報セ

ンターの事業等により、中小企業の

情幸馴ヒを積極的に支援していますO

熊本流通情報センター

熊本市は、昭和59年に通産省のニ

ューメディア・コミュニティ構想の

モデル地域に指定されました。

この構想は、大都市圏と地方の情

報格差を是正し、全国的にバランス

のとれた情報化や地域のニーズに対

応した情報システムの構築と普及を

目的としています。

そこで、この構想を推進するため

国・県・市・地元経済界等の出資に

より第三セクターとして(株)熊本流通

情報センターが昭和62年に設立され

ました。

この熊本流通情報センターは、地

元の卸・小売業をrh,いこ「広域流通

ネットワークシステム」の構築を推

進しています。

現在、小売業と卸売業の間を結ぶ

受発注オンラインシステムを中心に

流通関連のシステム開発などの事業

を展開しています。
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ゆとりある勤労者生活を応援します

本市の雇用福祉対策は、人材の確

保・定着、勤労者の技能技術の向上、

福利厚生の充実を主な事業として、

勤労者の皆さんが豊かなライフワー

クを送ることができるような職場づ

くりのお手伝いをしています.

(人材の確保・定着)

若年労働者の確保・定着を図るた

め、近隣町・商工団体・企業ととも

に熊本雇用対策協議会を組織する一

方、熊本市産業開発求人対策協議会

等民間団体とともに人材の確保に努

めていますO

また、中高年齢者雇用対策としま

しては、熊本中高年齢労働者福祉セ

ンター(サンライフ熊本)や熊本市

役所に相談窓口を設置しています。

(技能・技術の向上)

本市産業の発展を担う若年技能者・

技術者等の人材育成機関として、熊

本市職業訓練センター・熊本職業訓

練短期大学校・熊本市事業内高等職

業訓練校の運営を支援しています。

(勤労者福祉の向上)

施設面では、勤労者の健康増進と

文化・教養の向上を目的として設胃

パソコン教室

された熊本中高年齢労働者福祉セン

ター(サンライフ熊本) ・熊本勤労

者体育センターがあり多くの市民の

方に利用いただいております。

また、熊本市中小企業勤労者福祉

共済制度(通称:ふれあう共済)は、

平成11年度から熊本市中小企業勤

労者福祉サービスセンター(サンラ

イフ熊本)として、生まれかわり勤

労者の方々の福祉の向上に努めてお

りHSl
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肥稜54万石の城下町としての長い

歴史と豊かな自然に恵まれた本市は、

熊本城や水前寺公園など優れた観光

資源を有し、さらに「国際観光モデ

ル地区」にも指定されており、年間

400万人を越える観光客が訪れてい

ます。

近年、自由時間の増大や生活意識

の変化にともない、余暇活動に対す

る関心の高まりや観光ニーズの多様

化に対応すべく、個性的で質の高い

観光地づくりに努めています。

また、 「国際会議観光都市」の認定

を機に、地域経済の活性化につなが

るコンベンションの誘致活動にも積

極的に取り組んでいます。

豊かな観光資源

豊かな水と緑に恵まれ歴史に彩ら

れた本市には,日本三名城のひとつ

に数えられる「熊本城」をはじめ、

風格漂う武家屋敷「旧細川刑部邸」、

肥後藩主細川忠利により東海道五十

三次を模して造られた回遊式庭園

「水前寺成趣圃」、細川ガラシャの眠

る「立田自然公園」、剣聖宮本武蔵が

兵法「五輪の書」を著した「霊巌洞」

など多くの歴史道産があります。また、

夏目瀬石、小泉八雲、徳富蘇峰・意

花などの文人たちの足跡も残されて

います。さらに、食のテーマパーク

「フードパルくまもと」では、食品の

製造工程の見学や手づくり体験もでき、

レストランと共に人気を集めています。

観光サービスの充実

観光客への利便性の向上を図るため、

観光案内板の整備や、熊本城周遊バ

スの運行を実施していますO　また、

熊本城ではレディースガイドに加え、

春・秋の観光シーズンには奉行や虚

無僧・忍者たちが観光客をお迎えし、

記念撮影などのサービスを行ってい

ますO　この他にも、観光ボランティ

アガイドによる観光案内を実施する

など、観光客の要望に応じた様々な

取り組みをしています。

広域観光ルート

九州観光の一体的発展を図るため、

九州の主要都市と連携し国内及び海

夕卜からの観光客誘致に努めています。

「九州横断ルート」、「九州縦断ルート」

などの広域観光ルート協議会を通じて、

九州観光モデルコースの紹介や本市

の魅力を国内外にPRしていますO

物産の振興

本市の物産の振興を凶るため、熊

本県物産振興協議会による大阪物産

屈の開催をはじめ、熊本市物産振興

協会による各種イベントへの物産の

出展について、様々な支援を行って

いますO
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熊本城笹園を中心に「第4回くまもとお城まつり」が、 10月2日

から11月3日まで開催され、まつり開催期間中の10月17日には戟

国時代から明治に至るまでの熊本の歴史を再現した「時代行列」を

行いました。

行列には、加藤清正は勿論のこと清正入国以前の戦国武将からな

る甲胃武者行列や、細川蒲の大名行列、肥後の城下町衆、横井小楠・

夏目瀬石など熊本ゆかりの人物からなる明治の群像、西南の役の官

軍薩軍などが登場し、参加した市民ボランティア約500人がそれぞ

れの時代衣装に身を包み、上通から下通一新市街アーケード-熊本

城までを練り歩く、 -大時代絵巻が繰り広げられ、沿道を埋めた多

くの観客を魅了しました。

コンベンションの振興

熊本の夏を代表する祭として、全国的にも知られるようになった

「火の国まつり」は毎年8月11日から13日まで市内各所で行われま

す。

熊本城一帯の夜市やパレード、目抜き通りでのおてもやん総踊り、

音楽、催しなど市民だけでなく観光客まで楽しめるような試みがな

されています。

平成6年には、国際会議観光都市と　　　本市でのコンベンションの開催件

本市では、恵まれた都市環境のも　　しての認定も受け国内夕トの各種学芸　数は、毎年300件を超え、中でも特

とコンベンション誘致の実効を図る　・大会等の誘致に積極的に取り組み　徴として医学関係とスポーツコンペ

目的で平成3年11月に財団法人熊本　観光コンベンション都市づくりを日　　ンションが約5割を占めています。

国際コンベンション協会を設立し、指しています。

48KUMAMQTO
sHISE1-Y&RAN

本年の特徴としては、 2,000名以

..i ^i^fe'V^主音lLタ,,-; ,て

上の全国大会が著しく増えており、

又、多数の国際会議や大会が熊本で

開催されます。
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本市では、温暖な気傾のもと、米

・野菜・果樹・花き・畜産など、多

様な農業が営まれており、全国有数

の生産額を誘っていますO

農業を取り巻く環境が大きく変化

する中、長期的展望に立った経営の

自立安定と国際化に対応できる生産

性・収益性の高い農業を実現するた

め、平成17年を目標とした「熊本市

農業振興計画」を策定し、生産基盤

の整備、生産組織の育成のための各

種支援システムの整備、更には意欲

ある担い手の育成等新たな時代に対

応した市民と共存できる魅力ある農

業の構築を図っています。

また、水産業の分野においては、

有明海特有の干満の差の著しい浅海

干潟漁場の特色を生かした、のり養

殖業、小型漁船漁業・採貝業に加え、

清削な地下水を利用した観賞魚の生

産が行われていますo

このような中で、本市水産業の振

興を図るため、水産物の生産振興、

生産基盤の整備、経営の確立、更に

は担い手の育成を図るため各種の施

策を展開しています。

L官、・掛差　　し　　　蝣..-, i,;v.

細農業総生産韓(平成10年度)　　　■水産業総生産韓(平成10年次)
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建築指導

平成10年度の建築確認申請受付件

数は、 3,371件となっており、前年

度と比べれば1.596増でほぼ模造の

状況となっています。

本fTiでは、建築基準法に基づく総

合設計制度や建築協定を積極的に推

進することによって、市街地の環境

改善や市民参加型の街づくりを図り、

良好な都市形成のための誘導施策を

展開しています。

■住宅関係受付戸数

また、高齢者や障害者が安心して

利用できる建築物の整備促進を図る

ため、 「熊本市やさしいまちづくり建

築物整備促進事業補助金交付要綱」

を制定し、うるおいと安らぎのある

質の高い衛づくりを目指しています0

-万、市民の住環境に対する意識

も高まりつつあり、建築行政への期

待も多岐にわたっています。このた

め、電波障害の防止、パチンコ店及

び中高層建築物の建築に関する指導

要綱を制定し、建築主と周辺住民の

相互理解を図ることに努めています。

また、年々増加する既存建築物の

防災対策は、市民の安全確保のため

重要であり、大型店舗、病院、ホテ

ルなどでの不特定多数の人々が利用

する特殊建築物を対象に、消防局と

合同で定期的に防災査察を実施して

いますo

更に、民間の建築団体の協力を得

て違反建築物の未然防止や建築パト

ロールを実施するなど民間と一体と

なった監視の強化を図っており、違

反建築物の減少が期待されています。

そのほか、安全な街づくりを目指

して、関係B]体と連携を図りながら

広く一般に耐震診断・改修の普及啓

発にも努めています。

市営住宅

市営住宅は、市民生泊の安定と社

会福祉の増進に寄与することを目的

として、昭和26年から市が国の補助

を受けて建設しているものです。

これまでは、市営住宅の量的確保

を目標に建設を進めてきましたが、

近年は市民の快適な住生活を実現す

るため、質の向上に重点を置いて建

設しています。また、高齢者や障害

者にやさしい住まいづくりを目指し、

間取りも広く設備も改善されたもの

に向上しましたO

さらに、古くなった団地の建て管

えも進めており、 「しあわせを実感

できる住まいづくり」をテーマに、

衛づくりと一体となった住環境の整

備に取り組んでいます。

このほか、優良な民間賃貸住宅の

借り上げ事業、高齢入居者の生活を

支援するシルバーハウジング事業な

ども実施しており、多面的に住宅供

給を行っています。

平成11年4月1日現在の市営住宅

管理戸数は11,638戸で、その管理

についても、住宅の使用状況を把握

しながら適切に行っています。

立て替えられた桶団地
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都市公園の整備は、大正13年に水

前寺運動公園を建設したときからは

じまります。

その後の計画的な整備により、平

成10年度末には、町の広場等を含め

796カ所、面積540ha、市民-人当

たり8.34mの広さとなる見込みです。

今後さらに安全で快適な都市基盤

の整備を図るため、

1.地域に密着した街区公園・近隣

公園・地区公園の整備を積極的に

すすめる0

2.中心市街地にオープンスペース

を確保するため、河川敷公園、緑

地の整備をすすめる。

3.レクリエーション需要の高まり

に対処して、広域公園の整備をす

すめる。

4.地震・火災等の災害に対応でき

る防災公園の整備をすすめる。

との4つの基本方針に基づき、平

成37年度末までに市民1人当たりの

郡市公園面積を14m以上とすること

を目標に整備をすすめています。

公園の建設にあたっては、多様化、

高度化する市民の意向を考慮し、周

辺の公共施設や景観と連携を図りな

がら、社会の変化に的確に対応した

「ふっと利用してみたくなり、気持

ちが安らぐ」そんな魅力と活力のあ

る公園づくりを推進していますO

また、公園の管理については、日

常的な維持管理の充実を凶るととも

に、地域のボランティアである公園

愛護会の活動を促進し、市民の皆様

にいつでも安全に快適に利用できる

よう努めています。

公園は、 「ゆとり」と「やすらぎ」

の生活空間を作りItiL、地域住民の

健康増進やコミュニケーションに最

適な場所でありますし、安全な都市

づくりには、不可欠な施設でもあり

ますので、今後も公園の整備を積極

的にすすのて参ります。

sHIS㌶黒岩3 5 1
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熊本市の水道は、大正13年に通水

を開始して以来、水源の全てを地下

水でまかない、 「安全でおいしい水」

を安定してお届けするように努めて

H31

この間、市域の拡大や社会経済の

発展に伴い、その需要に応えるため

数次にわたる拡張事業を進め、平成

■普及率の推移

10年度末の布設管路総延長は2 , 634Km 、

普及率は97%に達していますO

平成7年度から実施している第5

次拡張事業計画では、特に、施設や

水道管の耐震強化や21世紀に向け新

たな水源の確保などを目指して事業

を推進していますQ

また、責重な水資源の有効利用を

9 6 .6
9 6 .7 9 6 .8 y ii y 9 7 .0

9 6 .3
9 6 .4

9 5 . 7 9 5 . 8
サ> " -̂
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82.000

80.000

7∈;.000

I l　年間配水量
&S

水質検査室

図るため、老朽化した水道管の取替

えなど漏水防止事業にも力を入れて

います。

写真は本市水道局の水質検査室の

様子です。ここでは水道水の水質に

関して約100項目の検査を行い、 「安

全でおいしい水」をお届けするため

のチェ、ソクを行っています。

8年間配水量・有効率の推移

[

■

正成元等贋　平成2年度　平晩3年震　平成4年贋　平成5」.度　叩成6年度　平取7年度　平成BE原　平成9年覆　平成10年貢

*有効率とは.水道施設や給水装置を過して給水される水頭が、イ才効に使用されているかどう
かをJ示す指帆有効率=年間有効水量/年間総配水(給水)丑
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本市の公共下水道は、昨年で半世

紀を経過し21世紀を迎えるにあたり、

市民の健康で快適な文化生活の実現と、

河川など公共用水域の水質保全のため、 80.0

下水道の整備に努めておりますO

将来の都市像をふまえ市域のうち

12,750haに公共下水道基本計画を

策定して整備を進のており、平成10　60LO

年度末における普及率は74.0%、

整備面積は約7,848haであり、引

き続き21世紀初頭の完備を目指し事苦

業を推進してまいりますo　　　墓40-0

また、近年下水処理水は都市にお竺

ける安定した水資源として注目され

ており、本市においても、処理水の　200
-部を農業用水や浄化センターの管

理用水として再利用していますが、

今後普及率の向上とともに、下水処

理水員はさらに増大するものと予想　〇・〇

されますので、積極的に処理水の再

利用に取り組んでまいります。

■下水道人口比普及率
-　熊本市

‥　全国平均

S45　S47　S49　S51　S53　S55　S57　S59　S61　S63　H2　　H4　　H6　　H8　　HI0

年　　度
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市 営 交 通 事 業 は 、 電 車 が 大 正 1 3 年 近 年 、 路 面 電 車 は 「地 球 に や さ し ス テ ッ プ 超 但 床 電 車 1 編 成 、 ノ ン ス 都 市 計 画 道 路 ま た 、 平 成 1 1 年 度 に は 国 道 3 号 立 に 努 め て い ま す O

8月、バスが昭和2年11月に営業をい.人にやさしい」乗物として世界テツプバス3台の増備を予定してい
開始し、75年の歴史を刻んでいます。的にその存在が見直されています0 ます0
平成11年3月末現在、市電50両、 熊本市でも人にやさしい乗物をめ これからも人にやさしい公共交通

∵∵ 二二 ∵∴∴ 予 ∴ 芋∵∴∴∴∴ !
.轡 市営バス203台があり、市電l市営 ざして、平成10年度未までにノンス 機関として、市民に愛される市電.
l バスあわせて1日に約8万人のお客 テツプ超低床電車を3編成導入し、 市バスをめざして努力を続けてまい

;▼ 総合的な観点に立ち熊本都市圏内の 市道整備 するため、市制100周年事業として
II、ら 交通混雑の解消と市内交通の円滑化 熊本市では、9,040路線、総延長 建設し、平成5年2月に供用開始し i

様を運び、市内交通機関として重要 ノンステップバスも6台保有してい ります0 ′、… を図るため整備を進めています0 約2 ,346km を市道として供用する ました0 !

な役割を果たしています。 ます0 さらに、平成12年春にはノン

■乗車人員の推移

… 竜 一 顛 1 ノンステップバス :…‥,000r,000 単位二千人) □卸 市バス

0 - F 藍 喪喜≡≡買還≡≡≡…≡苧…、 孟董)BT≡≡≡三T ^ irTojî X ^ 芸 .三三 芸曇J="≡買写≡恵≡窯 喜芋蓋 i

l 盲 し: 通施設の中核的役割を果たす道路に 大に伴う慢性的な交通渋滞の緩和と、 400台、自転車500台を収容する九
冒 :至 芸讐aL孟孟霊 1=～ま竿慧票 芸雷 雲芸器完孟品去芸芸・f 5 1 -2孟宗品、 笠票 票 禁 禁 票 禁 志芸昌、

+ ÷ 宝∴…三 4 .-̂

-¥-r ;y I' I 車 当 臣 だ

、字ニニニごPP一一..n B lAJ

frUl m w 6,000

! 轟 醐 速::lンi 腰 ;轟 …‥……… H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9、 H10き

書コ ≡ 理的な土地利用を促進させ、良好な 市道の新設や改良など、生活関連道 転車駐車場が供用開始しました0

住環境の保全、即ち地域の特性と線 路の整備に努のています0 駐車場案内誘導システム

地保全等にも配慮し、生活道路とし また、近年は、真の豊かさが実感 さらに、LTl心部における既設駐車 -

て利便性の高い道路に整備しますC できる生活実現のた臥 地域にマツ 場の効率的利用を図り、交通混雑を ;

綿雲悪霊芸冒01.2こ慧 覧芸、さ禁 忌志霊這芸孟呈= 漂盲誓 芸票 雷 雲芸芸孟宗昌義農 芸霊 竃岩

延長137.2km が改良清で、改良率 貫の高い道路空間の創出のために、 ました。このシステムは、案内板に

は68.2% (H ll.3.31現在) です0 電線類の地中化を行ない、防災機能 より駐車場を捜しているドライバI
現在、11路線14カ所の都市計画道 及び景観性の向上を図っています0 に空き駐車場の位置などをわかりや

9 路を整備しておりますが、その中で 加えて、人にやさしい道路環境づく すく知らせ、スムーズに駐車場まで
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熊本空港

昭和46年4月、高遊原台地に開港

した熊本空港は、昭和55年に滑走路

が3千mに延長されたほか、昭和58

年国際線ターミナルビル、 63年には

新貨物ビル、平成3年1月には新タ

ーミナルビルがオープンするなど大

型化、国際化が進むフライト事情に

十分対応できる施設・機能の整備拡

充が行われています。

また平成3年度から霧対策として、

ILS高カテゴリー化に着手し、平成

7年9月には、全国に先駆けて、カ

テゴリー皿aが導入されるに至り、

就航率が大幅に改善されました。

現在、国内線では、全日本空輸、

日本エアシステム、日本航空が就航

しており、東京へ1日10便、大阪へ

8便(伊丹6便、関空2便) 、名古

屋へ3便、沖縄へ1便が運行してい

ます。

このように空港施設の充実、航空

路緑の拡充に伴い、開港当時48万人

にすぎなかった旅客数は平成10年度

には273万人に、貨物はl,900tか

ら23,852tに達しており、熊本の空

の玄関として、熊本空港の果たす役

割はこれまで以上に重要なものにな

ると予想されています。

錬道網

九州を縦断する鹿児島本線と、横

断する豊肥本線は本市で交わり、九

州の大動脈として観光、ビジネス、

流通など広い分野にわたって重要な

役割を果たしています。また、豊肥

本線の熊本献～肥後大津駅間におい

ては平成11年10月より電化され輸

送力の充実が図られました。

市域内には、両線が結節する熊本

駅のほか、鹿児島本線に西里駅、熊

本工大前駅、上熊本駅、川尻馬尺の4

献、豊肥本線に平成献、南熊本駅、

新水前寺駅、水前寺献、東海学園前

献、竜田口駅、武蔵塚駅の7駅があ

り、合計で年間1千8百万人以上の

乗降客が利用しています。

一方、九州新幹線鉄道(博多～西

鹿児島計画延長249km)は、八代

～西鹿児島問が平成3年9月に着工

されましたO

また、博多～八代間も平成7年5月

熊本駅周辺において、新幹線駅整備

調整事業に着手し、さらには平成10

年3月、船小屋～八代間が着工され

るなど、全線整備の早期実現にむけ

て新たなステップを躍み出しました。

九州縦貫自動車道

本州と連結する九州縦貫自動車道

は、北九州～鹿児島、宮崎を結ぶ総

延長432kmの高速自動車道であり、

ただ一つの未開通区間であった人吉

～えびの間(22.3km)も平成7年7

月に開通し、北九州～鹿児島、えび

の～宮崎問の約432kmが一つに結

ばれ、平成11年3月には益城熊本空

港インターが新たに開通しました。

今度は、八代～えびの間全線の4

車線化が待たれるところです。

平成10年における熊本インターの

出入り交通量は年間872万台を超え、

また都市間高速バス輸送の拡充が進

むなど、九州の動脈路線として利用

は年々増加しています。これで、青

森から鹿児島、宮崎まで約2,150km

が高速道路で結ばれたことになり、

平成8年3月の九州横断自動車道の

全線開通により、九州の中央に位置

する本市の拠点性の一層の向上が図

られ、九州各県の連携もさらに深ま

るものと期待されるところです。

熊本港

昭和49年4月重要港湾に指定され

建設が進む熊本港は、熊本都市圏に

侶コスト大量輸送の海運を開き、内

外貿易の振興に寄与するとともに、

企業立地や道路網の整備を適して、

本市西部はもとより、都市圏経済の

発展に貢献する基幹流通施設として

期待されています。

昭和62年3月には、熊本酒大橋

(872m)と物揚場、また、平成4年度

にはフェリー岸壁及びターミナルが

完成し、平成5年3月に島原と結ぶ

フェリーの就航により待望の開港が

実現し、現在では、熊本と本渡間を

結ぶ高速旅客船や、島原間の超高速

カーフェリーも就航しています。平

成7年秋には700トン級岸壁が供用

開始し、中国・大連市から貨物船が

初入港しました。

その後、平成10年8月に2,000

トン級岸壁(2隻接岸)が供用開始し、

さらに平成11年5月には、 5,000

トン級岸壁(1隻接岸)及びコンテ

ナターミナルが完成し、 7月1日に

韓国.釜山港と結ぶ週2便のコンテ

ナ国際定期航路が開設されました。

また、今年春には、親しまれる港と

して「夢喋島」が公募により決定さ

れました。

今後、港湾埋立地(人工島)内には、

流通関連業務の立地や、マリーナ、

人工海浜などの施設が併設され、海

洋性レクリエーション基地がつくら

れる予定です。
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都市計画

都市計画は、農林漁業との健全な

調和を図りながら.健康で文化的な

都市生活を確保するため、適正な制

限のもとに、土地の合理的利用を図

ることを基本理念としています。こ

れに基づき、一体の都市として総合

的に整備し、開発し、及び保全する

必要がある区域を市町村の行政区域

にとらわれず都市計画区域として定

めています。

本市は、 1市6町で構成する熊本都

市計画区域42,404haの大部分と植

木町を中心とする植木都市計画区域

6, 718haの一部及び都市計画区域夕卜

(河内町全域)で構成されています。

熊本都市計画区域(市域分23 , 13811a)

は市街化区域(市域分10,04211a)

と市街化調整区域(市域分13 , 096ha)

とに区分され、計画的な市街地の形

成や都市景観に配慮した住みよい街

づくりを、また一方で無秩序な市街

地の開発規制に努めていますO

植木都市計画区域(市域分137ha)

は、市街化区域と市街化調整区域の

区分は無く、用途地域指定(市域分

14.1ha)とそれ以外(無指定区域・

市域分122.9ha　とに区分され、適

正な建物用途の配置及び必要な規制

を加えた開発許可あるいは周辺と調

和のとれた建物の誘導に努力してい

ます。

また、都市の両的開発整備としては、

す槽β第一土地区画整理事業等の区画

■熊本市土地区画整理事業施行位置図
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整坤事業や開発許可制度による計画

的な整備を図っています。

平成10年度末現在の都市計画施設

の計画が決定されているものは、道

路53蹄緑、公園238ヶ所、緑地16ヶ

所、墓園3ヶ所、流通業務団地1ヶ

所、自動車ターミナル2ヶ所、馬主平

場2ヶ所、駅前広場6ヶ所、下水道

終末処理場5ヶ所、汚物処理場1ヶ

所、ごみ焼印場2ヶ所、火葬場1ヶ所

であり、順次整備が進められていま

す。

なお、市街化調整区域については、

市街化を抑制し、自然環境の保護と

活用を図り、優良農用地の保全と農

業基盤の整備に努めています。
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区画整理

土地区画整理事業は、道路、公園、

水路などの公共施設を整備し、宅地

の利用増進を凶ることを目的として

います。

本市では、戦前、戦後を通じて既

に42地区l,416haが完成し、健全な

市街地が形成されています。

現在、西部第一土地区画整理事業

外2地区約97.6haの事業が行われ

ています。中でも、本市施行による

西部第1--土地区画整理事業は、西南

部地域の拠点づくりを目指して、都

市計画道路近見沖新線などの公共施

設の整備改善、良好な宅地の創出、

JR鹿児島本線の鉄道高架化による

市街地分断の解消、 JR新駅の設置

など、 -・体的な整備を行うための事

業を推進しているところであります。

また、本市の市街化区域内に残存

する農地はl,005haあり(平成11年

1月現在) 、この内. 4地区48.9ha

について、土地区画整理事業のPR、

啓発活動を積極的に行い地元住民に

よる街づくりの推進を図っていきま

す。

58sK;YIMA
ISEl墨私、

市街地再開発

均衡のとれた秩序ある市街地を形

成するため、既成市街地における再

開発事業を推進しています。

市街地再開発事業は、市街地の土

地の合理的かつ健全な高度利用と都

市機能の更新とを図るため、建築物

及び敷地の整備並びに公共施設の整

備を行う事業です。

現在本市中心部では、手取本町と

上通Aの2地区で、組合施行による

第1種市街地再開発事業が実施され
ており、賑わいのある良好な都市環

境の形成が期待されています。

また、法的な手続きを要しない任

意の再開発事業である優良建築物等

整備事業への取り組みも行なってい

ます0

本TTjでは、再開発事業等を活用し

ながら、魅力的なまちづくりの推進

を図っていきますo

熊本即周辺整備

熊本駅周辺地域については、交通

の広域・高速化に対応し、中心部と

都市機能を相互に補完し合う「副都

心」としての整備を図るため、九州

新幹線の建設、鹿児島本線等の連続

立体交差事業並びに熊本駅周辺地域

の面整備を柱として事業の推進を図

っています。

九州新幹線・鹿児島ルートについ

ては、船小屋～新八代問が平成10年

3月12日認可され、さらに連続立体

交差事業についても事業認可の前段

である着工準備区間に採択され、高

架予定区間等の詳しい調査が進めら

れていますO

また、熊本駅周辺地域の画整備に

ついては、県市間で協定を締結し、

連携して事業を推進しており、市に

おいては、優先度の高い地区を絞り

込み、西地区のまちづくりについて、

また、東A地区の再開発事業の促進

等、畢点的な事業を実施しておりま

す。

地籍調査

地籍調査事業は、国土の基礎調査

であり、市民財産の保全はもとより

土地利用の高度化まちづくり等の施

策、公共事業の土地に対する基礎資

料として多目的に利活用することを

目的として、現状形状と一致した復

元能力を有する地図(地籍図)及び

(地籍簿)を作成するものですO

本市においては、平成2年度を初

年度として、平成11年度までに約

20.6kmを完j'しています。

現在、平成12年度からの第5次

10箇年計画を策定中です。関係者の

理解と協力を得ながら積極的に円滑

な事業推進に努めているところであ

ります。

住居表示整備事業

住居表示は、土地の地番ではわか

りにくい住所の表示を合理的な田界

や一定の方式による住居番号で表示

することにより、一般的にわかりや

すい街づくりと市民生活の利便性を

図るとともに、消防、救急、郵便業

務等の行政活動の効率化を資するこ

とを目的としています。

本市においては、昭和40年度を

第一次として、平成11年度までに第

33次にわたって実施しています。

また、平成12年度においては薄場

町、上ノ郷町他9町の地域を実施計

画していますD

上道A地区第-種市街地再開発ビル完成予想図
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手靭本町地区第一種市街地再開発ビル完成予想図
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